
─　　─66

「
国
語
教
育
研
究
」
第
六
十
四
号
（
令
和
五
年
三
月
刊
）

1
、
本
稿
の
趣
旨

本
稿
は
、
明
治
期
の
中
等
教
育
国
語
教
科
書
に
お
け
る
「
普
通
文
」
実
践
を

明
ら
か
に
す
る
研
究
の
一
環
と
し
て
、
読
本
教
科
書
の
編
者
自
身
が
作
成
し
た

教
材
（
以
下
「
編
者
作
成
教
材
」）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
文
体
的
な
試
み
の
実
際

を
明
ら
か
に
す
る
報
告＊1
の
続
編
で
あ
る
。
先
の
報
告
で
は
、「
編
者
作
成
教
材
」

を
掲
載
し
た
初
期
の
教
科
書
を
対
象
に
、「
編
者
作
成
教
材
」
の
文
体
的
特
徴
を

数
量
的
に
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
書
の
「
普
通
文
」
実
践
の
位
相
を
把
握
し

た
。
本
稿
で
は
、
先
の
報
告
で
取
り
上
げ
た
「
編
者
作
成
教
材
」
を
も
と
に
後

の
教
科
書
で
こ
れ
を
大
き
く
改
変
し
て
掲
載
し
た
事
例
を
取
り
上
げ
、
そ
の
文

体
的
変
容
を
分
析
す
る
こ
と
で
、「
普
通
文
」
実
践
の
形
跡
を
確
認
す
る
。

「
編
者
作
成
教
材
」
が
、
後
に
別
の
編
者
の
手
に
な
る
教
科
書
で
採
録
さ
れ
る

こ
と
は
、
当
時
例
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
多
少
の
字
句
の
修
正
を

行
い
つ
つ
、
出
典
と
し
て
著
作
者
名
や
教
科
書
名
を
掲
載
す
る
の
が
一
般
的
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
部
、
当
該
教
科
書
の
編
者
自
身
の
「
編
者
作
成
教
材
」

と
同
様
に
出
典
を
明
記
せ
ず
に
、
先
行
教
科
書
の
「
編
者
作
成
教
材
」
に
大
幅

な
改
変
を
加
え
て
掲
載
し
た
も
の
が
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
改
変
の
実
際

か
ら
、
編
者
に
と
っ
て
の
あ
る
べ
き
「
普
通
文
」
に
近
づ
け
る
た
め
の
行
為
を

抽
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

2
、
弘
文
館
『
中
學
國
文
讀
本
』
に
お
け
る
新
保
磐
次

『
中
學
國
文
讀
本
』
か
ら
の
改
変
の
実
際

弘
文
館
『
中
學
國
文
讀
本
』（
明
治
三
四
年
、
弘
文
館
、
以
下
﹇
弘
文
館
﹈）

は
、
緒
言
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一

材
料
は
な
る
べ
く
諸
名
家
の
筆
に
成
れ
る
も
の
よ
り
採
り
易
よ
り
難

に
進
む
と
い
ふ
原
則
に
従
ひ
て
之
れ
を
次
第
せ
り
さ
れ
ど
排
列
上
好
材
料

を
得
る
こ
と
能
は
ず
し
て
ま
ゝ
編
者
の
文
を
挿
め
り
（
中
略
）

一

文
章
中
作
者
の
不
明
な
る
も
の
は
固
よ
り
氏
名
を
掲
ぐ
る
こ
と
能
は

ず
と
雖
も
刪
補
の
多
き
も
の
翻
案
し
た
る
類
ひ
も
之
れ
を
省
略
し
た
り
玉

を
瓦
を
し
た
る
誹
り
を
恐
れ
て
な
り

「
編
者
の
文
」
も
「
刪
補
の
多
き
も
の
翻
案
し
た
る
類
ひ
」
も
共
に
、
出
典
が
明

記
さ
れ
な
い
点
で
、
同
様
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
期
中
学
校
読
本
教
科
書
の
編
者
作
成
教
材
に
お
け
る
「
普
通
文
」
其
二

―
―
新
保
磐
次
『
中
學
國
文
讀
本
』
か
ら
弘
文
館
『
中
學
國
文
讀
本
』
へ
の
改
変
―
―

信

木

伸

一
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﹇
弘
文
館
﹈
の
「
藤
樹
先
生
」
及
び
「
太
平
洋
の
航
海
」
は
、
著
作
者
名
の
記

載
が
な
い
が
、
新
保
磐
次
『
中
學
國
文
讀
本
』（
明
治
二
八
、
金
港
堂
、
以
下

﹇
新
保
﹈）
の
「
藤
樹
先
生
」
及
び
「
太
平
洋
の
航
海
」
と
本
文
の
一
致
す
る
部

分
が
非
常
に
多
く
、﹇
新
保
﹈
の
も
の
を
も
と
に
改
変
し
た
「
刪
補
の
多
き
も
の

翻
案
し
た
る
類
ひ
」
と
考
え
ら
れ
る
。
他
に
、﹇
弘
文
館
﹈
の
「
海
中
の
花
園
」

も
、
物
集
高
見
『
新
撰
國
文
中
學
讀
本
』（
明
治
三
一
、
金
港
堂
）
の
「
海
中
の

花
園
」・「
珊
瑚
島
」
を
改
変
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
紙
面
の
都
合
で
、

今
回
の
報
告
で
は
割
愛
す
る
。
以
下
、﹇
新
保
﹈
か
ら
﹇
弘
文
館
﹈
へ
の
教
材
文

の
改
変
の
様
態
を
確
認
す
る
。

（
1
）
新
保
磐
次
『
中
學
國
文
讀
本
』「
藤
樹
先
生
」
か
ら
、
弘
文
館
『
中
學
國

文
讀
本
』「
藤
樹
先
生
」
へ
の
改
変

資
料
1
は
、﹇
弘
文
館
﹈「
藤
樹
先
生
」
が
﹇
新
保
﹈「
藤
樹
先
生
」
を
も
と
に

改
変
し
た
様
態
を
、
添
削
の
形
に
加
工
し
て
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

資
料
1

※
削
除
部
に
抹
消
線
、
追
加
部
に
傍
線
。
改
行
の
変
更
は
記
さ
ず
。

藤
樹
先
生
、
氏
は
中
江
、
名
は
原
、
通
稱
は
與
右
衛
門
と
云
ふ
、。
其
の
家
の
前
に
、
大

い
な
る
藤
あ
り
て
、
屡
其
の
下
に
、
書
を
講
ぜ
ら
れ
し
を
以
て
、
門
人
等
稱
し
て
「
藤

樹
先
生
」
と
云
へ
り
。
藤
樹
先
生
は
、
近
江
の
國
高
島
郡
小
川
村
の
人
な
り
。
祖
父
吉

長
は
、
伯
耆
の
米
子
侯
に
仕
へ
、
父
吉
次
は
、
小
川
村
に
、
農
業
を
營
め
り
。
藤
樹
先

生
、
幼
き
時
よ
り
、
祖
父
に
養
は
れ
、
米
子
侯
、
伊
豫
の
大
洲
に
、
封
を
移
さ
れ
し
た

る
時
、
亦
、
祖
父
に
從
ひ
て
移
り
き
。

慶
長
、
元
和
の
頃
、
藤
樹
先
生
、
未
だ
、
十
歳
に
滿
た
ず
、
聡
明
頴
敏
に
し
て
、
早
く
、

已
に
人
を
驚
か
せ
り
。
九
歳
の
時
よ
り
、
常
に
、
祖
父
に
代
は
り
て
、
書
翰
を
作
る
認

む
る
に
、
文
章
整
ひ
、
意
味
明
瞭
に
し
て
、
覽
る
者
、
之
れ
を
奇
な
り
と
せ
り
。
十
歳

の
時
、
當
時
、
普
通
の
素
讀
書
な
る
、
庭
訓
往
來
、・
貞
永
式
目
等
を
習
ふ
に
、
數
遍
に

し
て
、
盡
く
、
之
を
諳
誦
す
せ
り
。

然
れ
ど
も
、
藤
樹
先
生
、
未
だ
以
て
足
れ
り
と
せ
ず
、
人
の
為
す
べ
き
所
こ
と
、
猶
、

是
よ
り
大
い
な
る
者
あ
る
べ
し
と
思
へ
り
。
十
一
歳
の
時
、
始
め
て
、
大
學
の
素
讀
を

受
け
、

　
　
「
自
二
天
子
一
以
至
二
於
庶
人
一
、
壹
是
皆
以
レ
修
レ
身
爲
レ
本
。」

と
い
ふ
を
讀
む
に
至
り
、
曰
は
く
、「
幸
ひ
に
し
て
、
此
の
書
の
存
せ
る
り
あ
り
。
聖

人
、
豈
、
學
び
て
至
る
こ
と
を
得
ざ
ら
ん
や
。」
と
、
感
激
し
て
、
涙
下
り
、
衣
を
の
霑

す
ふ
を
知
ら
ざ
り
き
。
斯
く
て
こ
の
後
、
諸
書
よ
り
、
苟
く
も
、
訓
戒
と
な
る
べ
き
語

を
あ
る
時
は
、
之
れ
を
寫
し
取
り
て
、
壁
に
貼
り
付
け
て
、
日
々
日
之
を
力
め
行
ひ
き

た
り
。
昔
の
漢
學
は
、
唯
、
其
の
文
章
を
學
ぶ
に
止
ま
り
し
が
、
慶
長
、・
元
和
の
頃
、

藤
原
惺
窩
、
其
の
門
人
、
林
羅
山
な
ど
、
始
め
て
、
漢
學
を
以
て
、
人
た
る
の
道
を
講

じ
、
ぜ
り
。
藤
樹
先
生
は
、
則
ち
、
實
踐
躬
行
と
て
、
人
々
人
、
力
め
て
、
之
れ
を
身

に
行
ひ
、
自
ら
、
聖
賢
の
位
域
に
、
到
ら
ん
こ
と
を
期
せ
り
ら
れ
た
り
。

當
時
、
戰
國
の
氣
風
、
未
だ
、
全
く
去
ら
ず
、。
大
洲
の
士
、
皆
、
武
を
尚
び
、
文
を
卑

し
み
て
、
書
を
讀
み
、
講
を
聴
く
こ
と
を
屑
し
と
せ
ず
ざ
り
き
。
故
に
、
藤
樹
先
生
、

晝
は
、
衆
人
と
共
に
、
武
を
講
じ
、
夜
は
、
則
ち
、
燈
火
に
對
し
て
、
書
を
讀
む
こ
と

怠
ら
ず
を
勉
め
た
り
。
此
く
の
如
き
こ
と
數
年
に
し
て
、
大
洲
の
士
人
、
藤
樹
先
生
の

言
行
に
感
じ
て
、
往
々
往
、
學
に
志
す
者
あ
る
に
至
れ
り
。

藤
樹
先
生
、
又
、
孝
心
、
甚
だ
深
く
、
か
り
き
。
少
年
の
時
、
頻
に
祖
父
母
を
喪
し
に

別
れ
、
十
八
歳
の
時
、
叉
故
郷
の
父
を
失
ひ
、
ぬ
。
歸
り
て
葬
ら
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、

事
故
あ
り
て
果
た
さ
れ
ず
。
是
れ
に
由
よ
り
て
、
已
に
、
任
仕
官
を
厭
ふ
心
あ
り
き
。

其
の
後
、
母
を
大
洲
に
迎
へ
て
、
養
は
ん
と
思
ひ
し
も
仕
へ
ん
と
せ
ら
れ
け
れ
ど
も
、
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母
、
故
郷
を
去
る
こ
と
を
悦
ば
ざ
り
し
か
ば
、
屡
上
書
し
て
、
致
仕
し
て
歸
養
せ
ん
仕

を
辞
せ
ん
こ
と
を
請
ひ
し
か
ど
、
は
れ
ぬ
。
然
れ
ど
も
、
藩
侯
、
其
の
人
と
爲
な
り
を

重
ん
じ
、
且
、
他
藩
に
仕
へ
ん
こ
と
を
惜
し
み
て
許
さ
れ
ざ
り
き
。
斯
か
る
程
に
、
侯

の
弟
、
分
家
し
て
新
谷
侯
た
る
に
至
り
、
藤
樹
先
生
を
新
谷
同
侯
に
、
附
け
ら
れ
た
り
。

一
日
、
藤
樹
先
生
書
を
讀
み
て
、

　
　
「
樹
欲
レ
靜
而
風
不
レ
止
、。
子
欲
レ
養
而
親
不
レ
待
。」

と
い
ふ
に
至
り
、
母
を
念
ふ
心
止
め
難
く
、
遂
に
、
意
を
決
し
、
辭
せ
ず
し
て
官
を
棄

て
ゝ
て
歸
り
去
り
ぬ
。
現
在
の
俸
米
は
、
盡
く
、
倉
に
藏
め
て
封
印
し
、
現
金
の
み
を

以
て
、
諸
〻
の
負
債
を
償
ひ
、
餘
す
所
の
錢
三
百
文
あ
り
け
れ
ば
、
二
百
文
を
、
僕
に

與
へ
て
歸
ら
し
め
、
己
れ
は
、
百
文
を
以
て
、
遂
に
小
川
村
に
歸
り
き
れ
り
。
か
く
て
、

母
に
侍
養
す
る
の
志
し
を
果
た
し
傍
ら
、
叉
近
傍
鄰
の
子
弟
を
集
め
て
、
學
問
を
授
け

た
り
。

藤
樹
先
生
、
多
年
の
勉
勵
空
し
か
ら
ず
、
其
の
博
學
學
博
く
、
古
今
に
通
じ
、
兼
ね
て

醫
學
、・
佛
書
に
も
深
か
り
き
。
其
の
徳
行
に
於
て
は
、
唯
、
其
の
門
人
の
み
な
ら
ず
、

延
き
い
て
、
鄰
里
郷
黨
を
感
化
し
、
人
人
、
道
に
、
遺
し
た
る
物
を
拾
は
ず
、
夜
、
戸

を
鎖
さ
ず
、
ざ
る
に
至
れ
り
。
世
間
、
傳
へ
て
、「
近
江
聖
人
」
と
呼
べ
り
。

藤
樹
先
生
の
友
に
、
大
野
某
と
い
ふ
者
あ
り
、
き
。
其
の
子
了
佐
の
愚
鈍
な
る
を
以
て
、

鄙
人
の
業
を
授
け
ん
と
欲
せ
り
。
了
佐
、
之
れ
を
恥
ぢ
、
泣
き
て
、
藤
樹
先
生
に
請
ひ

て
醫
學
を
受
け
ん
と
欲
す
こ
と
を
請
へ
り
。
藤
樹
先
生
、
乃
ち
、
之
れ
に
素
讀
を
授
く

る
に
、
僅
か
に
、
數
個
箇
字
を
教
ふ
る
こ
と
數
百
遍
、
食
頃
暫
く
に
し
て
、
叉
忘
れ
、

更
に
教
ふ
る
こ
と
數
百
遍
に
し
て
、
翌
日
に
し
て
、
叉
忘
る
れ
た
る
こ
と
拭
へ
る
が
如

し
。
而
し
て
さ
れ
ど
、
藤
樹
先
生
は
、
諄
々
諄
と
し
て
、
教
ふ
る
こ
と
へ
て
倦
ま
ず
、。

了
佐
、
遂
に
、
醫
を
以
て
、
身
を
立
つ
る
に
至
れ
り
。
藤
樹
先
生
、
或
る
時
、
門
人
に

謂
ふ
、
語
り
て
「
吾
れ
、
了
佐
の
爲
に
、
於
て
殆
と
ど
、
精
根
を
盡
つ
く
し
了
は
り
へ

ぬ
。
然
れ
ど
も
さ
り
な
が
ら
、
彼
れ
が
、
勉
強
し
て
倦
ま
ざ
る
り
し
を
以
て
、
遂
つ
ひ

に
、
是
に
至
る
こ
と
を
得
た
り
其
の
志
し
を
遂
げ
た
り
。
了
佐
、
猶
な
ほ
然
り
斯
く
の

如
し
、。
況
や
、
了
佐
な
ら
ざ
る
者
も
の
を
や
、。
二
三
子
、
之
そ
れ
を
勗
め
よ
。」
と
謂

は
れ
き
と
ぞ
。

嘗
て
、
加
州
の
飛
脚
あ
り
、。
官
金
二
百
兩
を
管
か
り
携
へ
て
、
江
州
を
過
き
ぎ
、
途

に
、
馬
を
傭
ひ
、
榎
木
驛
に
至
り
て
宿
す
れ
り
。
馬
夫
は
、
河
原
市
の
村
人
な
り
き
、。

此
の
夜
、
家
に
歸
り
て
、
馬
の
鞍
を
卸
さ
ん
と
し
て
け
る
に
、
忽
ち
思
ひ
も
懸
け
ず
、

彼
の
飛
脚
の
、
金
嚢
を
遺
れ
た
る
を
見
、
出
し
た
り
。
驚
き
て
、
星
夜
馳
せ
て
夜
と
も

い
は
ず
、
直
ち
に
、
も
と
の
榎
木
に
至
り
て
、
之
を
其
の
主
に
返
す
せ
り
。
飛
脚
、
謝

し
て
曰
は
く
、「
若
し
、
此
の
金
を
失
は
ば
、
罪
、
妻
子
に
も
及
ば
ん
も
の
を
。」
と
て

喜
び
て
、
別
に
、
金
十
五
両
を
出
だ
し
て
、
こ
れ
は
、
心
許
り
の
禮
な
り
と
、
馬
夫
を

賞
す
れ
ど
も
に
與
ふ
れ
ど
も
、
馬
夫
受
け
ず
更
に
受
け
ん
と
も
せ
ず
。
乃
ち
、
減
じ
て

十
両
と
な
し
に
減
じ
、
五
両
と
な
し
、・
三
両
と
な
し
に
減
じ
、
遂
つ
ひ
に
、
二
分
に
至

る
り
ぬ
。
馬
夫
の
曰
は
く
、「
奴
、
若
し
、
此
の
金
を
喜
ば
ゝ
ぶ
程
な
ら
ば
、
豈
、
最
初

よ
り
、
二
百
兩
を
還
さ
ん
し
ま
ゐ
ら
せ
ん
や
。
然
れ
ど
も
、
厚
意
背
き
難
が
た
し
、。
幸

に
卽
ち
、
錢
二
百
文
を
賜
は
り
て
、
今
夜
の
賃
と
せ
ん
。」
と
い
ふ
。
飛
脚
、
感
歎
し
て

曰
は
く
、「
抑
〻
君
は
、
如
何
な
る
人
ぞ
。」
曰
は
く
、「『
奴
、
豈
、
名
あ
る
者
な
ら
ん

や
。
唯
、
奴
が
近
傍
鄰
に
、
與
右
衛
門
と
云
ふ
人
あ
り
、。
常
に
、
人
に
教
へ
て
、『「
人

の
物
は
取
ら
ぬ
も
の
ぞ
。』」
と
云
へ
り
。」』
と
て
、
辭
し
て
而
し
て
去
り
ぬ
。

熊
澤
次
郎
八
、
其
の
頃
は
、
年
、
猶
な
ほ
若
か
り
し
が
、
此
の
話
し
を
聞
き
て
、「
是
れ

こ
そ
、
眞
の
儒
者
な
れ
。」
と
て
、
往
き
て
、
教
へ
を
受
け
ん
こ
と
を
請
ふ
。
へ
る
に
、

藤
樹
先
生
、「
吾
が
學
徳
、
未
熟
な
り
未
だ
熟
せ
ず
。」
と
て
許
さ
れ
ず
。
然
る
に
、
次

郎
八
苦
ろ
に
請
ひ
う
て
已
ま
ず
、
門
に
立
ち
て
去
ら
ざ
る
こ
と
二
日
に
及
べ
り
。
藤
樹

先
生
の
老
母
之
を
憐
み
て
、
爲
め
に
言
ふ
所
あ
り
先
生
に
説
き
、
乃
ち
漸
く
に
し
て
許
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さ
れ
て
、
入
り
て
、
弟
子
の
禮
を
取
と
れ
り
。
是
れ
、
卽
ち
、
後
に
、
備
前
の
名
臣
と

し
て
、
大
名
を
、
天
下
に
轟
か
し
た
り
し
熊
澤
了
介
な
り
。
藤
樹
先
生
の
、
常
に
言
行

を
慎
み
ま
れ
し
は
、
い
ふ
も
更
に
言
を
俟
た
ず
な
り
。
そ
の
一
二
を
い
へ
ば
、
も
し
、

國
主
の
、
外
に
出
行
あ
る
出
で
ら
る
る
こ
と
を
聞
け
ば
、
遠
し
と
雖
必
ず
、
其
の
方
に

向
か
ひ
て
拜
す
せ
り
。
又
、
弟
子
、
履
を
進
む
れ
ば
、
必
ず
ま
づ
、
之
れ
を
手
に
し
請

け
取
り
て
辭
謝
す
謝
せ
り
。
其
の
溫
恭
謙
譲
、
常
に
、
此
く
の
如
し
と
雖
も
、
偶
ま
一

旦
、
事
あ
る
に
方
り
て
は
、
其
の
勇
氣
の
決
然
た
る
こ
と
、
萬
夫
も
犯
す
べ
か
ら
ざ
る

者
も
の
あ
り
き
。

藤
樹
先
生
、
或
る
時
、
某
の
地
に
行
き
、
歸
途
偶
ま
〻
夜
に
及
べ
り
び
て
歸
ら
れ
ぬ
、。

途
に
、
盗
賊
數
人
あ
り
て
、
藤
樹
を
要
し
て
金
銭
・
衣
服
を
剥
が
ん
ぎ
と
ら
ん
と
す
。

藤
樹
先
生
、
暫
く
黙
考
し
て
、
徐
か
に
、
曰
ふ
や
う
、「
我
れ
熟
思
す
る
に
、
曾
て
、
之

れ
を
、
汝
等
に
與
ふ
べ
き
理
な
し
、。
若
し
、
理
不
盡
に
取
ら
ん
と
せ
ば
、
我
れ
は
戰
ふ

あ
る
は
ん
の
み
。
然
り
と
雖
も
、
戰
ふ
者
は
、
必
ず
、
互
ひ
に
、
名
乗
る
を
禮
と
す
、。

我
れ
は
、
是
れ
、
近
江
の
人
中
江
與
右
衛
門
な
り
。」
と
い
ふ
。
盗
賊
等
、
之
を
聞
き
、

慚
愧
拜
伏
し
て
曰
は
く
、「
奴
等
、
人
外
の
生
を
營
み
、
猶
且
『
近
江
聖
人
』
の
名
を
聞

く
こ
と
久
し
、。
圖
ら
ざ
り
き
。
今
茲
に
、
聖
人
を
犯
す
こ
と
あ
ら
ん
さ
ん
と
は
。」
と
。

い
ひ
て
、
深
く
、
之
れ
を
謝
せ
り
。
藤
樹
先
生
、
因
り
て
、
懇
ろ
に
、
人
の
た
る
道
を

説
く
き
教
へ
け
る
に
、
賊
等
共
、
皆
、
其
の
誠
意
に
感
じ
て
、
終
に
、
良
民
と
な
り
き

れ
り
と
い
ふ
。

叉
、
曾
て
、
軍
陣
を
談
ず
る
時
、
箭
を
避
く
る
の
法
を
語
る
者
あ
り
き
。
藤
樹
先
生
曰

は
く
、「
余
が
箭
を
防
ぐ
は
、
唯
、
直
ち
に
進
み
て
避
け
ざ
る
に
在
り
。
試
み
に
、
射
を

習
ふ
者
も
の
を
見
よ
、
的
に
中
あ
た
る
者
も
の
、
極
め
て
罕
れ
に
し
て
、
お
ほ
く
は
中

た
ら
ざ
る
者
多
し
ず
。
若
し
、
吾
れ
に
中
た
る
者
あ
ら
ば
、
千
萬
中
の
一
枝
に
し
て
、

是
れ
命
な
り
。
罕
れ
に
中
た
る
位
地
を
避
け
て
、
多
く
至
る
あ
た
る
位
地
に
向
ふ
は
、

是
れ
、
中
た
る
ま
じ
き
箭
に
中
た
る
所
以
な
り
。」
と
い
へ
り
。
其
の
、
沈
勇
に
し
て
、

遅
疑
せ
ざ
る
こ
と
、
概
ね
、
此
く
の
如
し
。

藤
樹
先
生
、
平
生
、
多
病
な
り
き
、。
故
に
、
著
述
頗
る
多
し
と
雖
も
、
遂
げ
け
ず
し
て

止
み
ぬ
る
者
も
の
亦
多
し
。
一
日
、
病
ひ
、
革
ま
れ
り
急
な
る
時
、
端
坐
し
て
、
門
人

を
召
し
て
、
嘆
じ
き
て
曰
は
く
、「
吾
れ
死
せ
な
ば
、
誰
れ
か
、
能
く
斯
の
文
に
を
以
て

任
ず
る
者
ぞ
。」
と
言
ひ
畢
は
り
て
、
遂
に
、
卒
す
せ
り
。
時
に
慶
安
元
年
八
月
二
十
五

日
、
な
り
き
。
享
年
四
十
一
。
門
人
等
相
會
し
、
儒
者
の
禮
を
以
て
、
小
川
村
の
玉
林

寺
に
葬
り
ぬ
れ
り
。
鄰
里
郷
黨
遠
近
、
皆
、
老
を
扶
け
、
幼
を
携
へ
、
涕
泣
し
て
、
柩

を
送
る
こ
と
親
を
喪
す
る
が
如
く
な
り
き
れ
り
と
ぞ
。
其
の
住
せ
ひ
し
所
の
藤
樹
書
院

は
、
長
く
、
後
世
に
保
存
せ
ら
れ
て
、
國
主
と
雖
も
必
ず
、
禮
服
を
着
著
け
て
ざ
れ
ば
、

然
る
後
に
入
り
ら
ざ
る
を
例
と
し
た
り
き
。

右
資
料
に
お
け
る
改
変
の
行
為
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

【
文
を
短
く
切
る
】
●
文
法
的
な
文
末
に
読
点
が
付
く
な
ど
し
て
文
が
続
い
て
い

る
箇
所
を
、「
歸
ら
れ
ぬ
、。」
の
よ
う
に
修
正
し
た
も
の
26
例
。
●
句
の
続
く
箇

所
で
「
講
じ
、
ぜ
り
。」、「
請
ひ
し
か
ど
、
は
れ
ぬ
。
然
れ
ど
も
」
の
よ
う
に
文

を
切
っ
た
も
の
5
例
。

【
文
を
続
け
る
】
●
二
文
を
続
け
る
「
請
ふ
。
へ
る
に
、」。

【
読
点
の
使
用
】
●
﹇
新
保
﹈
117
、﹇
弘
文
館
﹈
357
箇
所
。

【
格
助
詞
・
係
助
詞
助
の
使
用
】
●「
が
」
の
削
除
「
彼
れ
が
、」。
●「
の
」
の
追

加
「
馬
夫
の
曰
は
く
」。
●「
を
」
の
削
除
「
そ
れ
を
勗
め
よ
」。

【
助
動
詞
使
用
の
変
更
】
●「
る
」・「
ら
る
」
の
追
加
「
講
ぜ
ら
れ
し
」
等
。
●

「
き
」
の
追
加
「
せ
ず
ざ
り
き
」
等
。
●「
ぬ
」
の
追
加
「
至
る
り
ぬ
。」
等
。
●

「
き
」
か
ら
「
ぬ
」
へ
変
更
「
請
ひ
し
か
ど
、
は
れ
ぬ
。」。
●「
り
」
の
追
加
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「
諳
誦
す
せ
り
。」
等
。
●「
き
」
か
ら
「
り
」
へ
変
更
「
な
り
き
れ
り
」。
●

「
ぬ
」
か
ら
「
り
」
へ
変
更
「
葬
り
ぬ
れ
り
」。
●「
た
り
」
の
追
加
「
轟
か
し
た

り
し
」
等
。
●「
き
」
か
ら
「
た
り
」
へ
変
更
「
行
ひ
き
た
り
」
等
。

【
句
末
の
接
続
表
現
の
変
更
】
●「
て
」
の
追
加
「
付
け
て
、」
等
。
●「
て
」
の

削
除
「
感
じ
て
、」
等
。
●「
に
し
て
」（
断
定
「
に
」＋
接
続
助
詞
「
し
て
」）
の

追
加
「
聡
明
頴
敏
に
し
て
」
等
、「
に
し
て
」（
格
助
詞
「
に
」＋
サ
変
動
詞

「
し
」＋
接
続
助
詞
「
て
」）
の
追
加
「
數
年
に
し
て
」
等
。

【
表
記
の
変
更
】
●「
の
」
の
非
表
記
「
近
江
の
國
」。
●「
の
」
追
記
「
馬
の
鞍
」。

●
漢
字
表
記
か
ら
仮
名
表
記
へ
変
更
「
由
よ
り
」、「
爲
な
り
」、「
盡
つ
く
し
」、

「
遂
つ
ひ
に
」、「
猶
な
ほ
」、「
者
も
の
」、「
之
そ
れ
」、「
難
が
た
し
」、「
取
と
れ

り
」、「
中
あ
た
る
」。
●
漢
字
の
変
更
「
數
個
箇
字
」
等
。
●
踊
り
字
の
使
用

「
諸
〻
」
等
。
●
踊
り
字
の
不
使
用
「
人
々
人
」、「
棄
て
ゝ
て
」
等
。
●
送
り
仮

名
の
追
加
「
之
れ
」、「
是
れ
」、「
彼
れ
」、「
我
れ
」、「
或
る
」、「
吾
れ
」、「
誰

れ
か
」、「
必
ず
」、「
雖
も
」、「
互
ひ
に
」、「
懇
ろ
に
」、「
罕
れ
」、「
幸
ひ
」「
言

ひ
畢
は
り
て
」。
●
送
り
仮
名
の
削
除
「
中
た
る
」。
●
清
濁
音
の
訂
正
「
殆
と

ど
」、「
遂
げ
け
ず
」
等
。
●
会
話
文
中
の
会
話
の
引
用
符
「『
』」
を
『「
」』
に

変
更
。
●「
」
内
の
最
後
の
句
点
の
削
除
11
例
（
※
削
除
な
し
1
例
あ
り
）。
●

並
列
関
係
の
も
の
を
中
点
で
区
切
る
「
金
銭
・
衣
服
」
等
。

【
表
現
の
変
更
】
●
内
容
に
相
応
し
く
言
い
換
え
「
藤
樹
先
生
」、「
聖
賢
の
位

域
」、「
怠
ら
ず
を
勉
め
た
り
」、「
任
仕
官
」、「
養
は
ん
と
思
ひ
し
も
仕
へ
ん
と

せ
ら
れ
け
れ
ど
も
」、「
近
傍
鄰
」、「
戸
を
鎖
さ
ず
、
ざ
る
に
至
れ
り
。」、「
食
頃

暫
く
に
し
て
」、「
是
に
至
る
こ
と
を
得
た
り
其
の
志
し
を
遂
げ
た
り
」、「
然
り

斯
く
の
如
し
」、「
忽
ち
思
ひ
も
懸
け
ず
」、「
罪
、
妻
子
に
も
及
ば
ん
も
の
を
」、

「
馬
夫
受
け
ず
更
に
受
け
ん
と
も
せ
ず
」、「
若
し
、
此
の
金
を
喜
ば
ゝ
ぶ
程
な
ら

ば
、
豈
、
最
初
よ
り
、
二
百
兩
を
還
さ
ん
し
ま
ゐ
ら
せ
ん
や
」、「
苦
ろ
に
請
ひ

う
て
已
ま
ず
」、「
偶
ま
一
旦
」、「
多
く
至
る
あ
た
る
位
地
」、「
禮
服
を
着
著
け

て
ざ
れ
ば
、
然
る
後
に
入
り
ら
ざ
る
を
例
と
し
た
り
き
」
等
。
●
省
略
語
句
の

追
加
「
幼
き
時
よ
り
」、「
至
る
こ
と
を
得
ざ
ら
ん
や
」、「
衆
人
と
共
に
」、「
と

謂
は
れ
き
と
ぞ
。」、「
と
い
ふ
。」、「
と
い
へ
り
。」
等
。
●
理
解
を
助
け
る
情
報

の
追
加
「
訓
戒
と
な
る
べ
き
語
を
あ
る
時
は
、
之
れ
を
寫
し
取
り
て
」、「
彼
の

飛
脚
の
、
金
嚢
を
遺
れ
た
る
を
見
、
出
し
た
り
。
驚
き
て
、」、「
直
ち
に
、
も
と

の
榎
木
に
至
り
て
」、「
二
日
に
及
べ
り
」、「
手
に
し
請
け
取
り
て
」「
と
。
い
ひ

て
、
深
く
、
之
れ
を
謝
せ
り
。」
等
。
●
必
要
で
な
い
情
報
の
削
減
「
早
く
、
已

に
人
を
驚
か
せ
り
」、「
辭
せ
ず
し
て
官
を
棄
て
」、「
柩
を
送
る
こ
と
親
を
喪
す

る
が
如
く
な
り
き
れ
り
と
ぞ
。」
等
。
●
同
語
の
繰
り
返
し
を
避
け
る
「
新
谷
同

侯
に
」。
●
簡
潔
・
平
易
に
言
い
換
え
「
減
じ
て
十
両
と
な
し
に
減
じ
、
五
両
と

な
し
、・
三
両
と
な
し
に
減
じ
」、「
爲
め
に
言
ふ
所
あ
り
先
生
に
説
き
」、「
病
ひ
、

革
ま
れ
り
急
な
る
時
」
等
。
●
形
式
名
詞
及
び
そ
の
省
略
の
不
使
用
「
此
の
書

の
存
せ
る
り
あ
り
」、「
戰
ふ
あ
る
は
ん
の
み
」、「
犯
す
こ
と
あ
ら
ん
さ
ん
と
は
」。

●
漢
文
訓
読
表
現
の
追
加
「
苟
く
も
、
訓
戒
と
な
る
べ
き
語
」、「
是
れ
、
卽

ち
、」。
●
漢
文
訓
読
表
現
か
ら
和
文
表
現
へ
の
言
い
換
え
「
衣
を
の
霑
す
ふ
を

知
ら
ざ
り
き
」、「
博
學
學
博
く
」、「
請
ひ
て
醫
學
を
受
け
ん
と
欲
す
こ
と
を
請

へ
り
」、「
星
夜
馳
せ
て
夜
と
も
い
は
ず
」、「
乃
ち
漸
く
に
し
て
」、「
い
ふ
も
更

に
言
を
俟
た
ず
な
り
」、「
死
せ
な
ば
」、「
誰
れ
か
、
能
く
斯
の
文
に
を
以
て
任

ず
る
者
ぞ
」、「
鄰
里
郷
黨
遠
近
、
皆
、」、「
住
せ
ひ
し
所
」
等
。
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（
2
）
新
保
磐
次
『
中
學
國
文
讀
本
』「
太
平
洋
の
航
海
」
か
ら
弘
文
館
『
中
學

國
文
讀
本
』「
太
平
洋
の
航
海
」
へ
の
改
変

資
料
2
は
、﹇
弘
文
館
﹈「
太
平
洋
の
航
海
」
が
﹇
新
保
﹈「
太
平
洋
の
航
海
」

を
も
と
に
改
変
し
た
様
態
を
、
添
削
の
形
に
加
工
し
て
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

資
料
2

※
削
除
部
に
抹
消
線
、
追
加
部
に
傍
線
。
改
行
の
変
更
は
記
さ
ず
。

頃
し
も
七
月
半
ば
過
ぎ
暑
氣
い
と
烈
し
く
て
コ
レ
ラ
病
さ
へ
漸
く
蔓
延
の
兆
あ
り
と
て

人
々
其
の
豫
防
に
心
を
苦
し
め
居
た
る
折
柄
、
廿
三
日
と
云
ふ
に
亜
米
利
加
へ
の
便
船

あ
り
け
れ
ば
、
其
の
日
の
眞
晝
頃
海
外
に
、
行
く
べ
き
こ
と
、
出
で
来
て
、
八
月
某
の

日
の
某
の
時
、
東
京
な
る
我
が
家
を
立
ち
出
で
て
、
家
族
・
知
友
に
送
ら
れ
て
、
横
濱

に
到
り
、
波
止
場
に
て
、
人
々
人
と
相
別
か
れ
て
、
沖
に
繋
か
れ
る
蒸
氣
船
、
某
の
號

に
乗
り
込
み
ぬ
。

此
の
船
は
、
亜
米
利
加
の
合
衆
國
へ
の
便
船
に
し
て
、
つ
ね
に
、
同
國
と
日
本
、・
支
那

と
の
間
に
を
往
來
す
る
飛
脚
船
な
り
。
大
海
原
を
渡
る
船
な
れ
ば
、
其
の
構
へ
、
い
と

甚
だ
大
き
に
し
て
、
舳
よ
り
艫
ま
で
、
凡
そ
、
四
十
間
計
り
も
あ
り
き
と
覺
ゆ
あ
る
べ

し
。
作
り
は
三
層
に
し
て
、
底
に
は
、
荷
物
を
積
み
、
中
の
層
に
は
も
、
荷
物
は
あ
れ

ど
、
主
と
し
て
、
下
等
客
を
入
れ
又
荷
物
を
も
積
め
り
、
た
り
。
上
の
層
に
は
、
上
等

客
の
室
、
數
多
あ
り
て
、
其
の
前
後
を
、
甲
板
と
す
。
舳
の
方
の
甲
板
に
は
、
生
き
た

る
牛
、
羊
、
豕
、
鶏
な
ど
を
、
檻
に
入
れ
て
並
べ
た
り
、。
是
れ
は
乗
客
、
及
び
、
船
人

の
食
物
に
す
る
料
な
り
と
ぞ
。
艫
の
方
の
甲
板
は
、
上
等
客
の
遊
歩
場
な
り
。
上
等
客

の
室
の
上
に
、
猶
一
層
あ
り
て
、
此
こ
こ
に
は
、
船
長
の
室
と
、
楫
取
り
の
楫
を
取
る

所
と
あ
り
き
職
室
と
を
構
へ
た
り
。

さ
て
午
後
四
時
に
も
や
な
り
ぬ
ら
ん
と
思
ひ
し
頃
、
一
時
間
ば
か
り
あ
り
て
、
船
は
、

錨
を
上
げ
て
、
汽
笛
を
鳴
ら
し
つ
ゝ
て
、
動
き
出
で
ぬ
た
り
。
抑
〻
今
よ
り
、
行
く
べ

き
方
は
、
曾
か
つ
て
、
書
物
に
讀
み
の
上
、
又
人
の
話
し
に
て
こ
そ
、
見
も
し
、
聞
き

し
の
み
な
る
よ
そ
の
國
々
な
れ
ば
も
し
た
れ
ど
、
未
だ
、
目
の
あ
た
り
に
は
、
知
ら
ぬ

國
國
な
れ
ば
、
ま
の
あ
た
り
見
ま
ほ
し
と
思
ふ
心
は
切
な
り
し
か
ど
も
な
つ
か
し
く
嬉

し
き
も
の
の
、
さ
て
、
今
は
と
て
、
住
み
な
れ
し
故
國
を
後
に
し
て
、
唯
獨
り
知
ら
ぬ

異
國
に
向
か
ひ
、
海
上
萬
里
の
旅
路
に
就
き
け
る
時
出
で
立
つ
は
、
益
荒
猛
男
な
ど
、

思
ひ
誇
れ
る
に
も
似
ず
、
心
細
さ
も
く
、
悲
し
さ
き
も
は
、
こ
き
ま
ぜ
て
得
も
云
は
れ

ざ
る
心
地
が
せ
ら
れ
け
る
人
情
の
自
然
な
る
べ
し
。

甲
板
に
出
で
ゝ
、
舷
に
寄
よ
り
掛
か
り
つ
ゝ
て
、
遠
ざ
か
り
行
く
横
濱
の
港
の
景
色
を
、

見
え
ず
な
る
ま
で
飽
か
ず
眺
め
居
た
り
し
た
る
間
に
、
日
も
早
暮
れ
な
ん
と
し
て
、
い

つ
し
か
、
浪
に
入
り
て
、
房
、・
總
、・
豆
、・
相
の
山
々
山
も
、
暮
色
蒼
然
と
し
て
次

第
々
々
次
第
に
消
え
て
行
く
、
影
暮
れ
て
、
別
れ
を
告
げ
た
り
悲
し
さ
も
一
し
ほ
な
り

け
り
。

稍
あ
り
て
我
の
と
定
め
ら
れ
た
り
し
室
に
入
り
て
、
先
づ
其
の
内
の
様
を
見
る
に
、
我

が
室
の
は
、
濶
廣
さ
は
、
僅
か
に
、
二
畳
敷
計
ば
か
り
な
る
に
、
狭
き
小
さ
な
る
き
寢

臺
二
つ
重
ね
た
る
あ
り
て
、
傍
ら
に
、
室
の
半
ば
を
塞
ぎ
、
残
る
半
ば
に
は
盥
漱
の
道

具
な
ど
置
き
た
る
故
さ
へ
備
へ
た
れ
ば
、
荷
物
を
持
込
み
た
れ
ば
も
、
置
き
難
き
ほ
ど

に
て
、
坐
す
べ
き
餘
地
は
な
か
り
け
り
も
な
し
。
寝
臺
二
つ
あ
り
し
を
見
れ
あ
れ
ば
、

二
人
の
客
を
、
入
る
べ
き
室
な
り
し
な
ら
ん
を
る
べ
け
れ
ど
、
幸
に
乗
客
や
の
少
な
か

り
け
ん
き
に
や
、
我
れ
獨
り
此
の
室
を
押
領
し
け
る
こ
そ
と
定
れ
る
は
、
責
せ
め
て
の

事
と
嬉
し
か
り
け
れ
も
の
幸
ひ
な
り
。
翌
日
朝
、
と
疾
く
起
き
出
で
ゝ
て
、
来
し
方
遙

か
に
眺
む
れ
を
顧
れ
ば
、
我
が
國
は
早
見
え
ず
、
唯
、
見
ゆ
る
限
り
は
水
と
雲
、
何
れ

の
方
に
も
陸
地
は
見
え
ざ
り
け
り
と
の
外
に
は
、
目
に
か
か
る
も
の
も
な
し
。

さ
れ
ど
は
じ
め
て
の
こ
と
な
れ
ば
、
此
の
大
海
原
の
景
色
、
い
と
殊
に
面
白
く
心
皓
々

と
し
て
め
づ
ら
し
く
、
愉
快
極
ま
り
な
か
り
き
な
る
こ
と
、
水
の
果
て
な
き
が
ご
と
し
。
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然
れ
ど
も
さ
れ
ど
、
名
に
し
負
ふ
高
き
太
平
洋
を
、
横
ぎ
り
渡
る
こ
と
な
れ
ば
、
是
よ

り
、
十
餘
日
の
間
の
只
茫
々
た
る
蒼
海
の
波
の
上
を
、
雲
よ
り
出
で
ゝ
又
雲
に
入
り

つ
ゝ
、
走
せ
行
き
け
れ
ば
、
日
毎
々
々
同
じ
景
色
に
は
、
目
も
倦
み
、
心
も
疲
れ
け
り

た
り
。
偶
ま
〻
鯨
の
潮
吹
く
を
遙
か
に
見
る
こ
と
あ
り
、
或
は
海
豚
の
、
船
に
驚
か
さ

れ
て
、
群
れ
つ
ゝ
波
の
上
に
飛
上
が
り
躍
り
出
で
つ
ゝ
づ
る
逃
げ
行
く
を
見
る
こ
と
も

あ
り
、
或
又
は
、
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
と
云
ふ
鳥
の
、
船
を
追
ひ
て
飛
び
來
る
こ
と
も
あ
り
。

な
ど
あ
る
は
、
斯
か
る
手
に
も
取
れ
ざ
る
魚
鳥
な
れ
ど
も
時
に
取
り
て
は
い
と
興
を
催

し
、
旅
の
憂
苦
聊
か
、
旅
情
を
慰
む
る
こ
と
大
方
な
ら
ざ
り
き
と
も
い
ふ
べ
し
。

目
に
は
見
馴
れ
ざ
る
景
色
を
見
、
身
に
は
着
馴
れ
ざ
る
衣
服
を
着
、
口
に
は
食
ひ
馴
れ

ざ
る
食
物
を
食
ひ
、
耳
に
は
聞
き
馴
れ
ざ
る
言
語
を
聞
き
、
寝
る
さ
へ
馴
れ
ぬ
床
な
れ

ば
、
苦
し
さ
は
い
と
も
切
な
り
し
か
ど
、
幸
に
風
雨
穏
や
か
に
し
て
水
面
鏡
の
如
く
な

り
し
か
ば
、
病
む
こ
と
は
絶
え
て
な
か
り
け
り
。

船
は
、
日
本
を
離
れ
て
よ
り
、
次
第
に
、
東
北
に
向
か
ひ
て
進
み
し
か
ば
、
日
ご
と
に
、

寒
氣
漸
く
加
は
り
て
、
十
日
目
を
經
た
る
頃
に
は
、
全
く
、
冬
の
氣
候
と
な
り
て
、
雪

に
さ
へ
遇
ひ
降
り
出
で
ぬ
。
東
京
を
、
立
ち
出
づ
る
時
は
、
夏
の
最
中
な
り
し
か
ば
暑

氣
、
最
も
甚
だ
し
か
り
し
か
ば
、
衣
服
は
總
べ
て
夏
服
を
の
み
用
意
し
た
り
し
に
ぞ
冬

の
服
な
ど
、
用
意
は
し
た
れ
ど
、
忽
ち
に
、
此
の
か
か
る
寒
冷
に
は
い
と
〃
〃
困
し
み

し
あ
は
ん
と
は
、
思
ひ
も
か
け
ざ
り
き
。

是
れ
よ
り
、
船
は
、
更
に
、
東
南
に
向
か
ひ
て
進
み
し
か
ば
た
れ
ば
、
暖
氣
、
又
漸
く

加
は
り
き
ぬ
。
斯
く
、
船
の
、
北
に
進
み
て
、
又
、
南
に
進
む
行
く
は
、
迂
回
す
る
が

如
く
や
う
な
れ
ど
も
、
實
は
、
迂
回
す
る
に
非
ず
し
て
却
り
て
、
近
路
便
路
を
取
れ
る

な
り
。
そ
は
い
ふ
ま
で
も
な
け
れ
ど
、
地
球
の
形
ち
圓
く
し
て
、
其
の
周
圍
は
、
赤
道

直
下
に
於
て
、
最
も
廣
く
、
赤
道
よ
り
、
南
北
に
至
る
に
随
ひ
て
、
漸
く
狭
く
な
る
故

に
、
赤
道
に
近
き
所
處
を
、
東
西
に
乗
り
切
る
も
、
少
し
く
、
北
、
又
ま
た
は
、
南
の

方
に
回
り
行
く
も
、
路
行
程
に
大
差
は
な
き
な
り
し
。
然
る
上
こ
と
に
、
黒
潮
と
云
ふ

海
中
の
流
れ
は
、
我
が
國
の
東
岸
よ
り
、
東
北
に
向
か
ひ
、
更
に
、
又
東
南
に
向
か
ひ

て
、
亜
米
利
加
大
陸
の
西
岸
ま
で
流
れ
行
き
け
ば
、
八
重
の
潮
路
な
ど
云
ひ
て
其
の
流

潮
勢
も
、
極
め
て
早
け
れ
ば
く
、
船
を
も
、
此
の
間
に
入
れ
て
行
る
時
は
こ
れ
に
隨
ひ

て
、
潮
の
ま
に
〃
〃
速
か
に
馳
せ
行
く
走
る
こ
と
最
も
速
か
な
り
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
是

れ
を
、
我
が
國
よ
り
、
亜
米
利
加
へ
の
大
道
海
路
と
は
す
る
な
れ
せ
る
な
り
。

横
濱
を
出
で
ゝ
て
よ
り
、
早
十
六
日
に
も
な
り
ぬ
る
に
を
經
た
れ
ど
、
陸
は
、
未
だ
見

え
ざ
り
け
れ
ば
し
に
、
倦
み
疲
れ
て
其
の
夜
も
早
く
寝
た
り
し
か
ど
、
来
し
方
行
く
末

の
思
は
れ
て
夢
現
と
も
な
く
夜
を
更
か
し
、
暁
方
が
た
に
、
至
り
て
や
う
〃
〃
寝
入
り

た
り
し
に
、
急
が
は
し
く
あ
わ
た
だ
し
く
、
室
の
戸
を
敲
く
者
あ
り
け
り
。
驚
き
覺
め

て
、「
何
ぞ
」
と
問
へ
ば
、「
今
朝
こ
そ
、
陸
は
見
え
候
へ
、
ゆ
れ
。
早
く
、
甲
板
に
出

で
ゝ
て
見
給
へ
や
。」
と
云
ふ
。
に
、
嬉
し
く
し
て
飛
び
躍
り
起
き
つ
て
、
衣
服
改
め

て
、
急
ぎ
甲
板
に
至
る
に
れ
ば
、
多
く
の
人
々
人
も
、
既
に
出
で
ゝ
て
、
行
く
て
向
う

の
方
を
指
さ
ざ
し
つ
ゝ
つ
、
詈
り
居
た
り
き
相
よ
ろ
こ
べ
り
。

ま
だ
、
明
け
や
ら
ぬ
し
の
ゝ
め
の
横
雲
の
下
に
杳
か
に
黒
く
山
の
連
な
れ
る
形
見
え
ぬ
。

あ
れ
か
と
計
り
に
て
空
も
、
ほ
の
暗
け
れ
ば
、
雲
と
も
山
と
も
、
ま
だ
確
か
に
は
、
見

分
け
ら
れ
ね
ば
、
難
し
。
且
信
じ
且
疑
ひ
つ
ゝ
暫
し
眺
め
居
た
る
程
に
、
空
は
次
第
に
、

浪
も
白
み
渡
り
て
、
い
よ
い
よ
、
山
の
形
ち
漸
く
明
か
に
な
り
て
疑
ひ
は
雲
と
共
に
霽

れ
た
る
に
、
現
れ
た
り
。
又
海
士
の
酌
釣
り
舟
な
る
か
、
に
や
。
二
艘
、
三
艘
、
五
艘
、

六
艘
と
、
次
第
こ
こ
、
か
し
こ
に
見
え
し
か
ば
、
ゆ
。
今
は
陸
地
に
近
づ
き
た
る
こ
と

疑
ひ
な
し
と
て
小
躍
り
し
つ
ゝ
喜
び
け
り
う
れ
し
き
こ
と
限
り
な
し
。
程
な
く
上
陸
す

べ
し
と
て
即
ち
、
室
に
歸
り
て
、
ま
づ
、
荷
物
を
整
へ
、
朝
餐
を
終
へ
て
、
二
た
再
び
、

甲
板
に
出
で
て
、
上
陸
を
待
て
り
。
陸
地
の
方
を
見
渡
わ
た
せ
ば
、
一
帯
の
山
脉
、
海

に
接
し
て
連
な
り
、
港
は
何
處
と
も
見
え
ざ
る
に
れ
ど
も
、
船
は
、
仍
な
ほ
、
其
の
方
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向
を
變
へ
ず
し
て
山
の
方
に
、
向
か
ひ
て
進
み
行
き
け
り
す
。
い
と
怪
し
と
は
思
ひ
な

が
ら
ふ
程
に
、
其
の
有
ら
ん
様
を
見
ん
と
て
、
船
の
山
に
近
づ
く
を
待
つ
程
に
、
や
が

て
、
其
の
山
と
山
と
の
間
に
、
狭
き
瀬
戸
の
見
あ
ら
は
れ
て
、
船
は
此
の
瀬
戸
よ
り
、

船
に
進
み
入
り
ぬ
。
こ
れ
、
は
是
即
ち
、
名
に
し
負
ふ
黄
金
門
と
云
ふ
瀬
戸
な
り
け
り
。

兩
岸
の
丘
陵
を
見
渡
せ
ば
、
紅
花
・
緑
樹
の
類
は
、
絶
え
て
見
え
ず
、。
土
石
は
、
皆
、

暗
黒
赭
色
を
帯
び
た
る
に
、
何
と
云
ふ
名
も
知
ら
ぬ
灌
木
に
や
あ
ら
ん
の
、
黒
ず
み
た

る
が
、
一
面
に
生
ひ
た
り
け
る
。
丘
腹
に
は
、
處
處
に
、
又
白
き
く
し
て
、
四
角
な
る

家
こ
ゝ
か
し
こ
に
立
た
ち
た
り
。
其
の
景
色
は
、
全
く
、
我
が
國
に
て
見
る
所
の
者
と

異
な
り
け
れ
ば
、
此
の
時
我
は
實
に
、
我
が
身
の
、
別
天
地
に
も
来
れ
る
こ
と
を
遊
べ

る
か
と
覺
え
お
ぼ
え
た
り
き
。

右
資
料
に
お
け
る
改
変
の
行
為
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

【
文
を
短
く
切
る
】
●
も
と
文
法
的
な
文
末
に
読
点
を
付
い
て
い
た
箇
所
を
句
点

に
修
正
「
入
れ
又
荷
物
を
も
積
め
り
、
た
り
。」、「
今
朝
こ
そ
、
陸
は
見
え
候
へ
、

ゆ
れ
。」
等
。

【
文
を
続
け
る
】
●
二
文
を
続
け
る
「
こ
と
も
あ
り
。
な
ど
あ
る
は
、」、「
と
云

ふ
。
に
、」
等
。
●
文
法
的
に
正
し
く
続
け
る
「
飛
び
躍
り
起
き
つ
て
、」。

【
読
点
の
使
用
】
●
﹇
新
保
﹈
89
箇
所
、﹇
弘
文
館
﹈
234
箇
所
。

【
格
助
詞
・
係
助
詞
助
の
使
用
】
●「
に
」
を
「
を
」
へ
変
更
「
間
に
を
往
來
す

る
」。
●「
に
」
の
削
除
「
暁
方
が
た
に
、」。
●「
を
」
の
削
除
「
な
ど
を
、
檻
に

入
れ
て
」。
●「
を
」
か
ら
係
助
詞
「
も
」
へ
変
更
「
船
を
も
、」。
●「
も
」
の
削

除
「
流
潮
勢
も
、」。
●「
は
」
の
追
加
「
同
じ
景
色
に
は
、」。

【
助
動
詞
使
用
の
変
更
】
●「
き
」
か
ら
「
た
り
」
へ
変
更
「
向
か
ひ
て
進
み
し

か
ば
た
れ
ば
」。
●「
け
り
」
か
ら
「
た
り
」
へ
変
更
「
疲
れ
け
り
た
り
」。
●

「
ぬ
」
か
ら
「
た
り
」
へ
変
更
「
出
で
ぬ
た
り
」。
●「
き
」
か
ら
「
ぬ
」
へ
変
更

「
加
は
り
き
ぬ
」。
●「
け
り
」
か
ら
「
き
」
へ
変
更
「
見
え
ざ
り
け
れ
ば
し
に
」。

●「
き
」
の
不
使
用
「
覺
え
お
ぼ
え
た
り
き
」。
●「
け
り
」
の
不
使
用
「
瀬
戸
な

り
け
り
」、「
生
ひ
た
り
け
る
」
●「
な
り
」
の
不
使
用
「
大
差
は
な
き
な
り
し
」。

【
句
末
の
接
続
表
現
の
変
更
】
●「
つ
つ
」
か
ら
「
て
」
へ
変
更
「
鳴
ら
し
つ
ゝ

て
」
等
。
●「
に
」
か
ら
「
ば
」
へ
変
更
「
至
る
に
れ
ば
」。
●「
ば
」
の
追
加

「
流
れ
行
き
け
ば
」。
●「
ば
」
の
削
除
「
早
け
れ
ば
く
、」。
●「
ば
」
か
ら
「
に
」

へ
変
更
「
見
え
ざ
り
け
れ
ば
し
に
」。
●「
に
」
か
ら
「
ど
も
」
へ
変
更
「
見
え

ざ
る
に
れ
ど
も
、」。
●「
て
」
の
追
加
「
加
は
り
て
、」
等
。
●「
て
」
の
削
除

「
送
ら
れ
て
、」
等
。
●「
し
て
」
の
追
加
「
白
き
く
し
て
、」。

【
係
り
結
び
】
●
係
り
結
び
の
不
使
用
「
此
の
室
を
押
領
し
け
る
こ
そ
と
定
れ
る

は
、
責
せ
め
て
の
事
と
嬉
し
か
り
け
れ
も
の
幸
ひ
な
り
。」、「
さ
れ
ば
こ
そ
、

（
中
略
）
す
る
な
れ
せ
る
な
り
。」。

【
敬
語
の
変
更
】
●
敬
語
の
不
使
用
「
見
え
候
へ
、
ゆ
れ
」、「
甲
板
に
出
で
ゝ
て

見
給
へ
や
。」。

【
表
記
の
変
更
】
●
漢
字
表
記
か
ら
平
仮
名
表
記
へ
変
更
「
此
こ
こ
」、「
曾
か
つ

て
」、「
寄
よ
り
」、「
計
ば
か
り
」、「
責
せ
め
て
」、「
又
ま
た
は
」、「
暁
方
が
た
」、

「
見
渡
わ
た
せ
ば
」、「
仍
な
ほ
」、「
見
あ
ら
は
れ
て
」、「
覺
え
お
ぼ
え
」。
●
仮

名
表
記
か
ら
漢
字
表
記
へ
変
更
「
と
疾
く
」。
●
漢
字
の
変
更
「
赤
道
に
近
き
所

處
」、「
酌
釣
り
舟
」、「
二
た
再
び
」。
●
踊
り
字
の
使
用
「
抑
〻
」
等
。
●
踊
り

字
の
不
使
用
「
人
々
人
」
等
。
●
送
り
仮
名
の
追
加
「
是
れ
」、「
我
れ
」、「
飛

び
來
る
」、「
取
れ
る
な
り
」、「
形
ち
」、「
最
も
」、「
僅
か
」。
●
送
り
仮
名
の
削

除
「
別
か
れ
て
」、「
掛
か
り
」、「
加
は
り
」、「
向
か
ひ
て
」。
●
清
濁
音
の
訂
正

「
指
さ
ざ
し
」。
●
引
用
符
の
追
加
「「
何
ぞ
」
と
問
へ
ば
」。
●
並
列
関
係
の
も
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の
を
中
点
で
区
切
る
「
家
族
・
知
友
」
等
。
●
並
列
関
係
の
も
の
を
一
語
に
ま

と
め
る
「
牛
、
羊
、
豕
、
鶏
」。
●
同
語
の
繰
り
返
し
回
避
「
同
國
」

【
表
現
の
変
更
】
●
内
容
に
相
応
し
く
言
い
換
え
「
底
に
は
、
荷
物
を
積
み
、
中

の
層
に
は
も
、
荷
物
は
あ
れ
ど
、
主
と
し
て
、
下
等
客
を
入
れ
又
荷
物
を
も
積

め
り
、
た
り
。」、「
海
上
萬
里
の
旅
路
に
就
き
け
る
時
出
で
立
つ
は
」、「
日
も
早

暮
れ
な
ん
と
し
、
い
つ
し
か
、
浪
に
入
り
て
」、「
忽
ち
に
、
此
の
か
か
る
寒
冷

に
は
い
と
〃
〃
困
し
み
し
あ
は
ん
と
は
、
思
ひ
も
か
け
ざ
り
き
」、「
近
路
便
路
」、

「
路
行
程
」、「
流
潮
勢
」、「
潮
の
ま
に
〃
〃
速
か
に
馳
せ
行
く
走
る
こ
と
最
も
速

か
な
り
」、「
大
道
海
路
」、「
空
は
次
第
に
、
浪
も
白
み
渡
り
て
、
い
よ
い
よ
、」、

「
い
と
怪
し
と
は
思
ひ
な
が
ら
ふ
程
に
」、「
別
天
地
に
も
来
れ
る
こ
と
を
遊
べ
る

か
と
覺
え
お
ぼ
え
た
り
き
」
等
。
●
理
解
を
助
け
る
情
報
の
追
加
「
亜
米
利
加

の
合
衆
國
へ
の
便
船
に
し
て
、
つ
ね
に
」、「
凡
そ
、
四
十
間
計
り
」、「
料
な
り

と
ぞ
」、「
未
だ
、
目
の
あ
た
り
に
は
、
知
ら
ぬ
國
國
な
れ
ば
、
ま
の
あ
た
り
見

ま
ほ
し
と
思
ふ
心
は
切
な
り
し
か
ど
も
な
つ
か
し
く
嬉
し
き
も
の
の
」、「
益
荒

猛
男
な
ど
、
思
ひ
誇
れ
る
に
も
似
ず
、
心
細
さ
も
く
」、「
さ
れ
ど
は
じ
め
て
の

こ
と
な
れ
ば
、
此
の
大
海
原
の
景
色
、
い
と
殊
に
面
白
く
心
皓
々
と
し
て
め
づ

ら
し
く
、
愉
快
極
ま
り
な
か
り
き
な
る
こ
と
、
水
の
果
て
な
き
が
ご
と
し
」、

「
十
日
目
を
經
た
る
頃
」、「
夏
の
最
中
な
り
し
か
ば
暑
氣
、
最
も
甚
だ
し
か
り
し

か
ば
」、「
極
め
て
早
け
れ
ば
く
」、「
急
ぎ
甲
板
に
至
る
れ
ば
」、「
ま
づ
、
荷
物

を
整
へ
」
等
。
●
必
要
で
な
い
情
報
の
削
減
「
作
り
は
三
層
に
し
て
」、「
稍
あ

り
て
我
の
と
定
め
ら
れ
た
り
し
室
に
入
り
て
、
先
づ
其
の
内
の
様
を
見
る
に
、

我
が
室
の
は
」、「
十
餘
日
の
間
の
只
茫
々
た
る
蒼
海
の
波
の
上
を
、
雲
よ
り
出

で
ゝ
又
雲
に
入
り
つ
ゝ
、
走
せ
行
き
け
れ
ば
、
日
毎
々
々
同
じ
景
色
に
は
」、

「
迂
回
す
る
に
非
ず
し
て
却
り
て
」
等
。
●
簡
潔
・
平
易
に
言
い
換
え
「
四
十
間

計
り
も
あ
り
き
と
覺
ゆ
あ
る
べ
し
」、「
心
細
さ
も
く
、
悲
し
さ
き
も
は
、
こ
き

ま
ぜ
て
得
も
云
は
れ
ざ
る
心
地
が
せ
ら
れ
け
る
人
情
の
自
然
な
る
べ
し
」、「
暮

色
蒼
然
と
し
て
次
第
々
々
次
第
に
消
え
て
行
く
、
影
暮
れ
て
、
別
れ
を
告
げ
た

り
悲
し
さ
も
一
し
ほ
な
り
け
り
」、「
唯
、
見
ゆ
る
限
り
は
水
と
雲
、
何
れ
の
方

に
も
陸
地
は
み
え
ざ
り
け
り
と
の
外
に
は
、
目
に
か
か
る
も
の
も
な
し
」、「
旅

の
憂
苦
聊
か
、
旅
情
を
慰
む
る
こ
と
大
方
な
ら
ざ
り
き
と
も
い
ふ
べ
し
」、「
雪

に
さ
へ
遇
ひ
降
り
出
で
ぬ
」、「
早
十
六
日
に
も
な
り
ぬ
る
に
を
經
た
れ
ど
」、

「
急
が
は
し
く
あ
わ
た
だ
し
く
」、「
詈
り
居
た
り
き
相
よ
ろ
こ
べ
り
」、「
山
の
形

ち
漸
く
明
か
に
な
り
て
疑
ひ
は
雲
と
共
に
霽
れ
た
る
に
、
現
れ
た
り
」、「
明
け

や
ら
ぬ
し
の
ゝ
め
の
横
雲
の
下
に
杳
か
に
黒
く
山
の
連
な
れ
る
形
見
ぬ
。
あ
れ

か
と
計
り
に
て
空
も
、
ほ
の
暗
け
れ
ば
、
雲
と
も
山
と
も
、
ま
だ
確
か
に
は
、

見
分
け
ら
れ
ね
ば
難
し
」、「
今
は
陸
地
に
近
づ
き
た
る
こ
と
疑
ひ
な
し
と
て
小

躍
り
し
つ
ゝ
喜
び
け
り
う
れ
し
き
こ
と
限
り
な
し
」、「
何
と
云
ふ
名
も
知
ら
ぬ

灌
木
に
や
あ
ら
ん
の
」
等
。
●
漢
文
訓
読
表
現
の
追
加
「
こ
れ
、
は
是
即
ち
、」

等
。
●
漢
文
訓
読
表
現
か
ら
和
文
表
現
へ
の
言
い
換
え
「
日
ご
と
に
、
寒
氣
漸

く
加
は
り
て
」、「
迂
回
す
る
が
如
く
や
う
な
れ
ど
も
」、「
漸
く
狭
く
な
る
故
に
」、

「
然
る
上
こ
と
に
」
等
。
●
和
文
表
現
か
ら
漢
文
訓
読
表
現
へ
の
言
い
換
え
「
い

と
殊
に
」、「
い
と
甚
だ
」、
他
に
「
い
と
」
の
削
除
5
例
。「
名
に
し
負
ふ
高
き
」、

「
進
み
行
き
け
り
す
」。

3
、
考
察

﹇
新
保
﹈
は
文
法
的
な
文
末
に
読
点
を
付
け
る
な
ど
し
て
文
を
続
け
る
と
い
う

特
徴
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
内
容
の
ま
と
ま
り
で
句
点
を
付
け
て
一
文
と
す
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る
と
い
う
方
針
で
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る＊2
。﹇
弘
文
館
﹈
で
は
文
法
的
な

文
末
は
す
べ
て
句
点
を
付
け
る
よ
う
修
正
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
﹇
新
保
﹈
の
試

み
は
、
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
表
現
を
書
き
換
え
て
、
二
文
を
続
け
た

箇
所
が
3
例
、
読
点
で
続
い
て
い
た
箇
所
で
文
を
切
っ
た
箇
所
が
6
例
あ
り
、
内

容
の
ま
と
ま
り
の
範
囲
に
つ
い
て
の
判
断
の
違
い
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

読
点
は
、﹇
新
保
﹈
か
ら
﹇
弘
文
館
﹈
へ
資
料
1
で
3.1
倍
増
、
資
料
2
で
2.6
倍

増
と
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
意
味
の
ま
と
ま
り
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
理

解
し
や
す
い
文
に
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

格
助
詞
・
係
助
詞
助
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
追
加
・
削
除
・
他
の
助
詞
へ
の

変
更
な
ど
、
ど
れ
も
改
変
前
後
で
ほ
と
ん
ど
意
味
内
容
の
変
わ
ら
な
い
変
更
で
、

語
句
の
続
け
方
の
リ
ズ
ム
が
編
者
の
感
覚
に
合
う
よ
う
調
整
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

助
動
詞
に
つ
い
て
は
、
時
制
に
関
す
る
助
動
詞
、
特
に
完
了
の
「
り
」
や

「
た
り
」
の
使
用
が
増
え
て
お
り
、
場
に
相
応
し
く
豊
か
に
使
い
分
け
る
よ
う
に

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

句
末
の
接
続
助
詞
は
、「
つ
つ
」
か
ら
「
て
」
へ
の
変
更
、「
に
」
か
ら
「
ば
」

へ
変
更
、「
ば
」
の
追
加
、「
に
」
か
ら
「
ど
も
」
へ
変
更
な
ど
、
い
ず
れ
も
前

後
の
文
脈
を
把
握
し
易
く
す
る
意
図
で
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
こ
そ
」
を
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
た
例
は
、「
は
」
に
置
き
換
え
ら
れ
た
も

の
な
ど
で
、「
こ
そ
」
か
ら
文
末
ま
で
が
長
い
た
め
に
改
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
こ
そ
―
已
然
形
」
の
使
用
例
は
あ
る
。

敬
語
の
使
用
が
削
除
さ
れ
た
の
は
、
い
ず
れ
も
会
話
文
中
で
あ
り
、
会
話
内

容
を
伝
え
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
た
簡
潔
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

漢
字
・
仮
名
表
記
に
つ
い
て
は
、
漢
字
表
記
か
ら
平
仮
名
表
記
へ
変
更
さ
れ

た
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
は
仮
名
表
記
の
方
が
読
み
解
く
労
力
が
少
な
い
と

判
断
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
例
は
少
な
い
が
、
仮
名
表
記
か

ら
漢
字
表
記
へ
変
更
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
漢
字
の
方
が
意
味
が
理

解
し
や
す
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
字
の
文
字
変
更
は
、
よ

り
適
切
な
字
と
判
断
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
正
確
な
表
記
へ
の
志
向
が
う

か
が
え
る
。

踊
り
字
「
〻
」
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
屡
〻
」
や
「
抑
〻
」
の
よ

う
に
、
漢
字
自
体
が
畳
語
で
読
む
も
の
の
場
合
で
、
読
み
を
補
助
す
る
目
的
で

付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
々
」
や
「
ゝ
」
を
使
用
せ
ず
に
語
を
明
記
す
る

も
の
は
、
読
み
手
が
踊
り
字
を
前
の
字
に
変
換
す
る
労
を
省
い
て
い
る
。

送
り
仮
名
に
つ
い
て
は
、「
取
れ
る
な
り
」・「
最
も
」
な
ど
、
送
る
こ
と
で
読

み
が
明
確
に
な
る
箇
所
に
送
り
、「
別
か
れ
て
」・「
向
か
ひ
て
」
な
ど
、
無
く
て

も
読
み
が
分
か
る
箇
所
は
削
除
し
て
い
る
。

清
濁
音
、
引
用
符
、
並
列
関
係
の
示
し
方
、「
」
内
の
最
後
の
句
点
な
ど
の
使

用
法
の
違
い
は
、
正
書
法
に
揺
れ
が
あ
っ
た
状
況
を
示
し
て
い
る
。

同
語
の
繰
り
返
し
回
避
は
、
簡
潔
な
文
章
を
志
向
す
る
も
の
と
言
え
る
。

内
容
に
相
応
し
く
言
い
換
え
た
も
の
は
、
そ
の
場
に
相
応
し
い
現
今
の
表
現

に
し
て
、
正
確
・
明
確
に
事
柄
を
表
す
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

表
現
を
追
加
す
る
形
の
変
更
は
、
読
み
手
が
言
外
の
意
味
を
補
う
労
力
を
省

い
て
読
み
や
す
く
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
と
ぞ
」・「
と
い

ふ
。」
や
「
時
」・「
こ
と
」
な
ど
の
語
句
を
追
加
し
て
い
る
例
や
、
理
解
を
助
け

る
情
報
を
追
加
し
た
例
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
読
み
手
が
理
解
し
や
す
い
文
を
作

ろ
う
と
し
て
い
る
。

表
現
を
削
除
す
る
形
の
変
更
は
、
文
章
の
本
筋
か
ら
見
て
必
ず
し
も
必
要
で
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な
い
と
判
断
さ
れ
た
情
報
を
削
除
し
た
と
見
ら
れ
る
も
の
で
、
余
分
な
読
み
の

労
力
を
費
や
さ
せ
な
い
簡
潔
な
文
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。

表
現
を
簡
潔
・
平
易
に
言
い
換
え
た
も
の
は
、
内
容
理
解
に
解
釈
の
手
間
が

か
か
ら
な
い
文
を
目
指
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

漢
文
訓
読
表
現
は
、「
苟
く
も
」
や
「
是
れ
、
即
ち
」
等
、
他
テ
キ
ス
ト
に
も

頻
出
す
る
よ
う
な
当
時
一
般
に
流
通
し
て
い
た
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
追
加
さ
れ

て
い
る
。「
請
ひ
て
醫
學
を
受
け
ん
と
欲
す
こ
と
を
請
へ
り
」
の
よ
う
に
漢
文
訓

読
表
現
を
平
易
な
表
現
に
あ
ら
た
め
た
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。

漢
文
訓
読
表
現
か
ら
和
文
表
現
へ
変
更
さ
れ
た
も
の
は
、
漢
語
を
和
語
に
し

た
り
漢
文
句
法
を
使
わ
な
い
文
に
す
る
等
、
平
易
な
表
現
を
求
め
て
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。「
い
と
」
が
削
除
さ
れ
た
他
、
和
文
の
類
型
的
な
表
現
「
名
に
し

負
ふ
高
き
」
の
言
い
換
え
が
行
わ
れ
る
一
方
で
、「
い
ふ
も
更
に
言
を
俟
た
ず
な

り
」
な
ど
は
使
用
さ
れ
て
い
る
。
和
文
表
現
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
、

平
易
な
表
現
に
す
る
志
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

資
料
1
・
資
料
2
と
も
に
非
常
に
多
く
の
箇
所
で
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る

が
、
目
的
は
文
体
的
な
改
良
を
施
す
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
る
な
ら
、
そ
の
改

良
の
方
針
は
、
読
み
手
が
理
解
し
や
す
く
す
る
こ
と
、
加
え
て
正
確
・
明
確
に

事
柄
を
表
す
こ
と
の
二
点
に
あ
る
。

な
お
、
三
土
『
中
學
國
語
讀
本
』（
明
治
三
四
年
、
金
港
堂
、
以
下
﹇
三
土
﹈）

「
近
江
聖
人
」
も
、
著
者
名
を
記
さ
ず
、
新
保
『
中
學
國
文
讀
本
』「
藤
樹
先
生
」

を
改
変
し
て
い
る＊2
。﹇
三
土
﹈
は
、﹇
弘
文
館
﹈
ほ
ど
改
変
箇
所
は
多
く
な
い
が
、

読
点
の
追
加
や
表
記
の
変
更
な
ど
同
様
の
改
変
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

表
現
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
漢
文
訓
読
体
で
使
用
さ
れ
る
表
現
か
ら
和
文
体
で

使
用
さ
れ
る
表
現
へ
の
改
変
が
語
句
レ
ベ
ル
で
見
ら
れ
る
も
の
の
、
内
容
に
相

応
し
く
言
い
換
え
た
も
の
や
、
理
解
を
助
け
る
情
報
の
追
加
、
必
要
で
な
い
情

報
の
削
減
等
、
大
幅
な
表
現
の
改
変
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、﹇
三
土
﹈
で

は
、
正
確
・
明
確
に
事
柄
を
表
す
た
め
の
改
変
は
見
ら
れ
な
い
。
読
み
手
に
理

解
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
改
変
も
﹇
弘
文
館
﹈
が
よ
り
積
極
的
で
あ
る
。

﹇
弘
文
館
﹈
に
お
け
る
改
変
の
ね
ら
い
は
、
教
科
書
の
教
材
文
を
生
徒
に
と
っ

て
読
み
や
す
く
ま
た
正
確
に
内
容
を
伝
え
る
も
の
に
す
る
こ
と
よ
り
も
、
生
徒

の
書
く
文
章
の
規
範
と
し
て
、
多
く
の
人
に
分
か
り
や
す
い
、
事
物
を
正
確
・

明
確
に
表
す
こ
と
の
で
き
る
文
体
を
提
示
す
る
こ
と
に
重
き
が
あ
る
と
考
え
る
。

平
易
さ
と
正
確
さ
・
明
確
さ
こ
そ
は
、「
普
通
文
」
の
要
件
で
あ
る
。
本
稿
で
報

告
し
た
事
例
の
よ
う
に
、
近
代
国
語
教
科
書
教
材
に
は
、
新
し
い
時
代
の
言
語

規
範
を
示
そ
う
と
し
た
試
行
錯
誤
の
跡
が
見
て
取
れ
る
。

【
注
】

＊
1

信
木
伸
一
「
明
治
期
中
学
校
読
本
教
科
書
の
編
者
作
成
教
材
に
お
け
る

「
普
通
文
」―
新
保
磐
次
『
中
学
國
文
読
本
』・
落
合
直
文
『
中
等
國
文
讀

本
』・
塩
井
正
夫
『
中
學
國
文
』・
物
集
高
見
『
新
撰
國
文
中
學
讀
本
』
の

場
合
―
」（『
国
語
教
育
研
究
第
六
三
号
』
広
島
大
学
国
語
教
育
会
、
令
和

4
年
3
月
）。

＊
2

信
木
伸
一
「
新
保
磐
次
『
中
學
國
文
讀
本
』
に
お
け
る
「
普
通
文
」
そ

の
2
―
編
者
作
成
教
材
に
お
け
る
文
体
的
試
み
と
三
土
忠
造
『
中
學
國
語

讀
本
』
へ
の
改
変
―
」（『
国
語
教
育
研
究
第
六
一
号
』
広
島
大
学
国
語
教

育
会
、
令
和
元
年
3
月
）。

（
尾
道
市
立
大
学
）


